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――四国上場企業によるご当地ファンド――
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マルヨシセンター ０．００％ ０．８７％ ３５．７２％
大倉工業 ０．８１％ ２．１５％ １６．１０％
フジ ０．２０％ １．１７％ １５．０７％
三浦工業 １．４１％ １．９３％ ９．８６％
マルキン忠勇 ０．６６％ ５．０４％ ６．６４％
ヨンキュウ ０．５１％ ３．３０％ ５．１２％
徳島銀行 ２．０５％ ５．４６％ ４．８３％
南海プライウッド ２．１９％ ３．８７％ ４．２１％
シムリー １．３３％ ４．８９％ １．２３％
加ト吉 １．３２％ ３．２７％ ０．８９％
ミロク ３．４２％ ６．７２％ ０．３３％
キタムラ ０．３２％ ５．３１％ ０．０２％
ポートフォリオ ０．６０％ ０．１８％ １００．００％
低減効果なし ０．６０％ ２．０７％ １００．００％
表２ 表３












































































































































マルヨシ 三浦工業 ミロク フジ 南海プライ 愛媛銀行 四国コカ 四電工 ニッシン 日本興業
マルヨシセンター １．０００ －０．２４１ －０．２７６ －０．１４３ －０．０４６ ０．３５８ －０．２６７ －０．１８７ －０．１７８ ０．１０３
三浦工業 －０．２４１ １．０００ ０．２４０ －０．３８１ －０．０２９ －０．１２４ ０．４４７ －０．００８ －０．０４３ ０．６２４
ミロク －０．２７６ ０．２４０ １．０００ －０．４０６ －０．１７６ －０．０６６ ０．３００ ０．３４０ ０．２６４ ０．０２４
フジ －０．１４３ －０．３８１ －０．４０６ １．０００ ０．１６７ ０．０１２ －０．００３ ０．０３４ ０．２５６ －０．４２５
南海プライウッド －０．０４６ －０．０２９ －０．１７６ ０．１６７ １．０００ ０．１７９ －０．２３４ ０．１０８ ０．０９１ ０．１２８
愛媛銀行 ０．３５８ －０．１２４ －０．０６６ ０．０１２ ０．１７９ １．０００ ０．０４８ ０．５１６ ０．３６４ ０．０７７
四国コカ・コーラ －０．２６７ ０．４４７ ０．３００ －０．００３ －０．２３４ ０．０４８ １．０００ ０．２９６ ０．２９６ ０．０８０
四電工 －０．１８７ －０．００８ ０．３４０ ０．０３４ ０．１０８ ０．５１６ ０．２９６ １．０００ ０．３１０ ０．１４１
ニッシン －０．１７８ －０．０４３ ０．２６４ ０．２５６ ０．０９１ ０．３６４ ０．２９６ ０．３１０ １．０００ －０．１０６
日本興業 ０．１０３ ０．６２４ ０．０２４ －０．４２５ ０．１２８ ０．０７７ ０．０８０ ０．１４１ －０．１０６ １．０００
マルヨシ フジ 三浦工業 南海プライ ミロク 大倉工業 マルキン ヨンキュウ 加ト吉 シムリー 徳島銀行 キタムラ
マルヨシセンター １．０００ －０．１４３ －０．２４１ －０．０４６ －０．２７６ ０．０４６ －０．３０２ －０．６３９ －０．３６４ ０．１８７ －０．１９８ －０．０５３
フジ －０．１４３ １．０００ －０．３８１ ０．１６７ －０．４０６ ０．０２３ －０．３８８ ０．０４１ ０．２１２ －０．１４３ ０．１５２ －０．１８９
三浦工業 －０．２４１ －０．３８１ １．０００ －０．０２９ ０．２４０ ０．２８９ －０．０８０ －０．０４６ ０．２３６ ０．１４８ －０．３０７ －０．０１５
南海プライウッド －０．０４６ ０．１６７ －０．０２９ １．０００ －０．１７６ －０．５０６ ０．０６４ ０．２５５ ０．６２５ ０．２０８ －０．１８１ ０．１４７
ミロク －０．２７６ －０．４０６ ０．２４０ －０．１７６ １．０００ ０．２８８ ０．１５７ ０．２２９ －０．０３８ －０．３５９ －０．０４５ ０．１３０
大倉工業 ０．０４６ ０．０２３ ０．２８９ －０．５０６ ０．２８８ １．０００ －０．４０４ －０．４９５ －０．１４８ －０．１４０ －０．３４１ －０．１６３
マルキン忠勇 －０．３０２ －０．３８８ －０．０８０ ０．０６４ ０．１５７ －０．４０４ １．０００ ０．１７３ ０．０５９ －０．２８６ －０．１４６ ０．５４１
ヨンキュウ －０．６３９ ０．０４１ －０．０４６ ０．２５５ ０．２２９ －０．４９５ ０．１７３ １．０００ ０．２２０ ０．０３６ ０．３７４ －０．２５３
加ト吉 －０．３６４ ０．２１２ ０．２３６ ０．６２５ －０．０３８ －０．１４８ ０．０５９ ０．２２０ １．０００ ０．１６０ －０．３３０ ０．１１７
シムリー ０．１８７ －０．１４３ ０．１４８ ０．２０８ －０．３５９ －０．１４０ －０．２８６ ０．０３６ ０．１６０ １．０００ ０．０１８ －０．２６１
徳島銀行 －０．１９８ ０．１５２ －０．３０７ －０．１８１ －０．０４５ －０．３４１ －０．１４６ ０．３７４ －０．３３０ ０．０１８ １．０００ －０．１６４
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構成比 






















































６）この定理は Tobin, J.“Liquidity Preference as Behavior toward Risk,”Review of Economic
Studies, vol.２５，（１９５８）において示された。これについては J.トービン『トービン金融論』
藪下史郎／大阿久博／蟻川靖浩訳 東洋経済新報社，（２００３）も参照されたい。















ここでは標本のものに統一している。また同様に Benninga, S. Financial Modeling,２nd ed.,







４６０ 松山大学論集 第１７巻 第１号
ティアとなる。従ってこの論理で行けば厳密にはコア銘柄としては三浦工業しか選定し得
ないことになってしまう。
１３）相関係数は直線的な関係を確認するためのものであり，この概念でもって例えば敢えて
U字型の関係を捉えようとすると，そのとき無相関であるとの正確さを欠く判断結果を導
いてしまう。また擬似相関という見かけ上の相関が成立している場合や外れ値の影響な
ど，適用する場合にこれらの関係性の判断には注意が必要となる。
１４）加ト吉が組み込まれることに疑義を感じる向きには，このポートフォリオから敢えて外
すことにより，そのときの最適ポートフォリオで同一の０．６％のリターンの下，リスクだ
けを若干上昇させてしまうことを確かめられたい。
最適ポートフォリオの作成とその解釈 ４６１
